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本論の第 1 章から第 4 章は、1945 年以降から 2016 年までの障害者福祉政策の検討にあ
てられ、韓国における社会福祉政策・障害者福祉政策に関する先行文献と史資料の検討を
ふまえて、4 期に時期区分している。第 1 期（第 1 章）は「戦後韓国における障害者福祉
政策の初期形成」（ 1945 年～1981 年）、第 2 期（第 2 章）は「生存権・労働権保障の当事
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者運動の展開」（ 1982 年～1990 年）、第 3 期（第 3 章）は「障害者福祉先進化計画の樹立」





に関して、以下の 4 つの側面から再整理が行われている。第 1 は、政策の初期形成過程に
ついての分析、第 2 は、社会運動と障害者運動の分析、第 3 は、国際的要因の影響に関す
る分析、第 4 は、障害者福祉政策の形成メカニズムの検討である。  
そして、最後に本論文の「結論」を提示している。  
 



























 第 3 は、障害者福祉政策を規定する要因の一つである障害者運動に関わる点である。  
一般に、障害者運動の担い手は当事者・家族だけでなく、専門職や福祉事業者、市民と














でもある。今後、上記 2 点にも留意して、韓国障害者運動の研究を行っていただきたい。  
  
以上 3 点を指摘したが、本項の冒頭でも示したように、金氏の論文は韓国内の関連先行
研究と比較しても、とくに政策・運動レベルの研究において、貴重な成果をあげているこ
とは十分確認できる。  
 
よって、本論文は博士（社会福祉学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
 
